
　みなさん、こんにちは。大島社協ボランティアセンターです。
　冬を前に、寒さを感じる日が日に日に増えてまいりました。体調管理にはくれぐれ
もお気をつけ下さい。
ボランティアセンターでは、現在、かわら版の配布や仮設集会所でのお茶会などボ
ランティアの方々と共に活動を行っています。お困り事や相談事などお気軽にご相談
下さい。

かわら版　№036
（平成 27 年 10 月 26 日）

開所時間 / 8：30～17：15
土日・祝祭日は休み

　
● お問い合わせ・ご相談は

　生活支援相談員（草野・本宮）

キャンドルナイト　～献灯式～

　岡田地区、元町家の上地区の現在（10 月 20日）の様子をお伝えします。
　岡田地区　…　屋根の工事はいよいよ大詰め。内装工事も着 と々進んでいます。
　元町家の上地区　…　1 階部分の壁の立ち上
げ工事が行われていました。

　入居を希望される方々を対象とした第 1 回目の
説明会が 9月 18日に行われました。
　次回の説明会は 12 月に、また、完成した住宅
の部屋を確認できる内覧会（岡田地区復興住宅）
は、平成 28 年 1月に行われることが予定されて
います。

「復興住宅」工事の進捗情報

　2013 年台風 26 号から2 年を迎えるにあたり、元町青年会、Shimile、kichi、
伊豆大島コミュニティぼらん、大島社会福祉協議会の共催で、10 月 15日の午後６
時よりキャンドルナイトを開催しました。
　『10・16』の形に並べられた36 個と3 個のメイ
ンキャンドルの周りは「忘れないよ」「大島を見守っ
ていて下さい」「会いに来たよ」など、献灯して下さっ
た207 名お一人お一人の温かい想いのこもったメッ
セージとやさしい灯火で包まれました。
　「ロウソクの火って温かいね。心にむくもりを感じ
ました。ありがとう」とお話して下さる方もおられま
した。
　献灯にご協力して下さった皆様、本当にありがとうございました。
　なお、今回のキャンドルナイトは西東京市谷戸公民館の谷戸まつり実行委員会様
などより頂いたご寄附を財源といたしました。

元町家の上地区復興住宅



　9月9日から11日にかけて、台風１８号の影響により関東と東北で発生した豪雨により、
茨城県、栃木県、宮城県では鬼怒川やその他河川の決壊、溢水し大きな被害が出ました。
　大島社協ボランティアセンターでは、９月１４日、東京都社会福祉協議会からの要請に
より、「スコップ」「てみ」「一輪車」など災害復旧ボランティア活動に使われる資機材を
報道でも大きく取り上げられた茨城県常総市の災害ボランティアセンターへ送りました。
　９月２８日には大島社協職員２名、１０月１８日には職員１
名が常総市に赴き、復旧活動のお手伝いをしてきました。
　９月２８日は、浸水により使えなくなって廃棄された家財な
どが、街中のいたるところに仮置きされており、その回収の
ためトラックなどへの積み込みを行いました。１０月１８日は、
床下の泥だし作業、納屋の整理、使えなくなった家財の廃
棄などお手伝いしました。お手伝いさせていただいたお宅の
お母さんからは、「今日の作業で災害から１ヶ月が経ち、よ
うやく家の片づけが落ち着いた事」「常総市は床上床下浸水で被害のあったお宅が約
11,000 件ある事」「自分の家は床下浸水で済んだが、床上浸水したお宅が何千件もある
ため避難所、自宅 2 階で生活されている方々が沢山おられる事」「炊事・洗濯が出来な
いお宅が沢山ある事」「多くの被害件数のため、ボランティアのお手伝い、家を修復する
大工さんに来てもらうのに時間がかかる事」「まだまだ多くのお手伝いを必要とされている
方が沢山いる事」などいっぱい話して下さいました。
　現地では、大島でも活動していただいたOPENJAPANのひーさん、災害 NGO 結の
トムさん、そして生活支援相談員になり今年の 3月まで大島で頑張ってくれたコバさんに
会う事が出来ました。災害直後から常総市の皆さんと一緒になり汗を流し支援活動を続
けているとの事です。

平成２７年９月関東・東北豪雨災害

　常総市では県内外問わず、まだまだ沢山のボランティアを募集しています。これから
活動に行こうと考えている方はくれぐれも事前の準備をお願いします。詳しくは…
　常総市災害ボランティアセンターの公式サイト　http://joso.vc/　
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